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富山県立山の融雪期積雪表面の化学成分‐2012年地獄谷火山ガスの影響について‐
Chemical Composition on the snow surface in the Tateyama Mountains in Toyama Japan
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本研究は，富山県立山の積雪表面の主要化学成分，電気伝導度（EC）および pHの分析を行い，融雪期の積雪表面の
化学成分の季節変化及び空間分布を明らかにすること，さらに 2012年に活発になった地獄谷の火山ガスの噴出の積雪へ
の影響を評価することを目的とした．
立山室堂平の 3地点の表面積雪の主要化学成分分析の結果，4月から 6月にかけての残雪表面には，どの場所でも塩

化物イオンが最も多く含まれていること，その濃度は雷鳥荘付近で最も高く，その中で非海塩由来の塩化物イオンは 90
%以上にもなることが明らかになった．さらに，雷鳥荘付近の積雪は，ECが最も高く pHが最も低いことが明らかになっ
た．3地点の中で雷鳥荘付近が地獄谷に最も近いことから，この塩化物イオンおよび低い pHは，地獄谷からの火山ガス
に含まれる塩化水素に由来するものと考えられる．7月から 8月にかけての残雪表面には，どの場所でも硫酸イオンが最
も多く含まれていることが明らかになった．これは，この時期の残雪表面には火山ガスや海塩由来ではない別の起源か
ら化学成分が供給されていることを示している．硫酸イオンのはっきりとした起源はわからないが，融雪後に露出する
土壌表面に由来するものかもしれない．
以上の結果から，立山の融雪期の積雪表面には，融雪前の積雪に匹敵する濃度の化学成分が含まれており，その優占成

分は塩化物イオンから硫酸イオンに変化することが明らかになった．特に融雪期の前半の高い塩化物イオン濃度は，地
獄谷の火山ガスの影響であると考えられ，このような積雪の化学成分は，雪氷上の微生物や周辺地域の生態系に影響を
与えるかもしれない．
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